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環境宣言／環境基本行動指針

ΫϘλάϧʔϓ環境એݴ

 ΫϘλάϧʔϓは、نٿͰ࣋ଓతͳൃల͕Մͳࣾձの࣮ݱをΊ͟しま͢。

 ΫϘλάϧʔϓは、環境ʹྀしたɾٕज़ɾαʔϏεɾ企業׆ಈを௨͡て、ٿ環境ɾҬ環境の保全ʹݙߩしま͢。

ΫϘλάϧʔϓ環境جຊߦಈࢦ

1. すべての企業活動における環境保全への取り組み
ʢ1ʣ ࢲたちは、։ൃɾੜ࢈ɾൢചɾྲྀɾαʔϏεͳͲ、企業׆ಈの͢てのஈ֊Ͱ環境保全をਪ進しま͢。

ʢ2ʣ ࢲたちは、औҾ先ʹରして、環境保全׆ಈのཧղとྗڠをٻΊま͢。

2.  地球環境保全への取り組み
ʢ1ʣ ࢲたちは、ީؾมಈのରԠ、॥環ࣾܕձのܗ、ਫݯࢿの保全、Խֶ࣭のཧをਪ進͢Δ͜とʹΑΓ、ٿ環境保全ʹݙߩしま͢。

ʢ2ʣ ࢲたちは、環境のղܾʹ͢ࢿΔɾٕज़ɾαʔϏεを、ࣾ ձʹఏ͢ڙΔ͜とʹΑΓ、ٿ環境保全ʹݙߩしま͢。

ʢ3ʣ ࢲたちは、ࣗ વ環境ੜଟ༷ੑʹྀした企業׆ಈʹΊま͢。

3.  地域社会との共生を図る環境保全への取り組み
ʢ1ʣ ࢲたちは、環境ϦεΫのݮʹΊ、環境ԚછのະવࢭͳͲҬ環境の保全ʹྀした企業׆ಈをਪ進しま͢。

ʢ2ʣ ࢲたちは、Ҭの環境ඒԽɾ環境׆ൃܒಈʹੵۃతʹࢀըしま͢。

4.  自主的、計画的な環境保全への取り組み
ʢ1ʣ ࢲたちは、環境ϚωδϝϯτγεςϜをಋೖし、ࣗ ओతɾ۩ମతͳඪとߦಈܭըをఆΊて、ৗの業をਪ進しま͢。

ʢ2ʣ ࢲたちは、環境ʹؔ͢Δൃܒɾڭҭ׆ಈをਪ進し、環境ҙࣝの্ʹΊま͢。

ʢ3ʣ ࢲたちは、εςʔΫϗϧμʔʹରして、ੵ 。తʹ環境ใをൃ৴しま͢ۃ

ʢ4ʣ ࢲたちは、環境ίϛϡχέʔγϣϯを௨͡てεςʔΫϗϧμʔのҙݟを෯͘ऩूし、環境保全׆ಈʹөしま͢。

環境経営の基本方針
　私たちは様々な環境問題に直面しています。地域固有のものから地球規模に至るものまで数多くの環境問題が存在し、それ
らが複雑に絡み合い深刻化する中で、社会の持続可能性が世界共通の課題となっており、企業が果たすべき役割は年々高まっ
ています。
　クボタグループは創業当時から、社会課題の解決を使命として事業を発展させてきました。今までも、そして、これからも 

「For Earth, For Life」の実現に向けて、環境経営の取り組みを通じて持続可能な社会の実現に貢献していきます。

 環境報告 
〈当該項目に関連するSDGs〉
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環境保全統括者メッセージ

ɹީؾมಈݯࢿফඅ֦େをݒ೦し、ੈ քͰはૉ॥環ࡁܦをՄと͢Δࣾձߏஙʹ͚た

ಈ͖͕Ճして͍ま͢。͜ のΑ͏ͳのத、ੈ քの༷ʑͳҬ๊͕͑Δࣾձ՝のղ ʢܾSDGs

ୡのݙߩʣʹ 。ӦʹෆՄܽͰ͋Δとೝࣝして͍ま͢ܦӦのਪ進は、企業ܦたESG͚

ɹ͜の、ΫϘλάϧʔϓͰはESGを企業ܦӦのபとしてҐஔ͚、環境໘ʹお͚ΔظϏδϣ

ϯとしてʮ環境Ϗδϣϯʯをࡦఆしました。ಉϏδϣϯͰはh 環境ෛՙθϩʹઓしͳ͕Β、ʮ৯ྉɾ

ਫɾ環境ʯͰΧʔϘϯχϡʔτϥϧͰϨδϦΤϯτͳࣾձの࣮ݙߩʹݱしま͢ をɦ͛ܝて͍ま

͢。͜ Εは2050ʹ͚て環境໘͔ΒΫϘλάϧʔϓのํੑをࣔしたのͰ͢。また、৽たʹ

2021͔Β2025を׆ಈؒظと͢Δʮ環境保全தظඪ2025ʯをࡦఆしました。

ɹࣾͰは、ΫϘλੜํ࢈ ʢࣜKPSʣを࣠ج ʮʹMade by KubotaʯのϞϊͮ͘Γʹお͚Δମ࣭ڧԽ

ੜ্ੑ࢈をάϩʔόϧʹਪ進して͍ま͢。環境保全׆ಈʹお͍てはKPSの͍ͮجʹ͑ߟた

పఈతͳݯࢿのϜμɾϩεのݮ、環境ϦεΫཧのڧԽを進Ίて͍ま͢。また、ʹお͍て

は、ΤίϓϩμΫπʹՃ͑、࡞業೩අのվળੈ࣍ಈྗݯのݕ౼ͳͲ、ૉࣾձのҠߦを;

ま͑た、環境ྀɾαʔϏεの֦ॆを͞Βʹ進Ίてま͍Γま͢。

ɹ͜ΕΒのऔΓΈをάϩʔόϧͰண࣮ʹਪ進͢Δ͜とʹΑΓ、環境Ϗδϣϯの࣮ݱをΊ͟して

͍͖ま͢。

環境経営のアプローチ

環境経営のコンセプト

ɹΫϘλάϧʔϓは、ϒϥϯυεςʔτϝϯτͰ͋ΔʮFor Earth, For Lifeʯ

を環境ܦӦのίϯηϓτとして͍ま͢。͜ Εは、ඒし͍ٿ環境をकΓͳ͕

Β、ਓʑの๛͔ͳΒしを͑ࢧଓ͚て͍͘たΊʹ、環境ʹྀしたɾٕ

ज़ɾαʔϏεɾ企業׆ಈを௨͡て、ࣄ業と環境保全のݙߩをཱ྆し、

ࣾձとのܧଓతͳ૬ൃలをΊ͟͢͜とをࣔして͍ま͢。

ɹ環境ܦӦのऔΓΈʹお͍て、ʮީؾมಈのରԠʯʮ॥環ࣾܕձのܗʯ

ʮਫݯࢿの保全ʯʮԽֶ࣭のཧʯʮੜଟ༷ੑの保全ʯの5ͭをʮ環境保

全のجຊ߲ʯとしてఆΊて͍ま͢。৯ྉɾਫɾੜ׆環境のʹお͚Δ

ࣾձ՝のղܾʹد༩͢Δɾٕज़ɾαʔϏεのఏڙと、企業׆ಈʹお

͚Δ環境ෛՙのݮおΑͼ環境ϦεΫのݮを௨͡て、ࣾ ձのൃలとٿ

環境保全ʹݙߩして͍͖ま͢。

ΫϘλ ࣥߦһ
ੜٕ࢈ज़ຊ෦ʢ環境保全౷ׅऀʣ

Ұߞ ຊࢁ

人々の豊かなくらしを支える 美しい地球環境を守る

環境に配慮した
製品・技術・サービス・企業活動

社会とクボタグループの
継続的な相乗発展

・豊かで安定的な
食料の生産
・安心な水の
供給と再生
・快適な生活環境の
創造と保全

・気候変動への対応
・循環型社会の形成
・水資源の保全
・化学物質の管理
・生物多様性の保全

・農業の効率化や多様なニーズに対応する
・水インフラを整備する
・世界の社会基盤を整備する

ENVIRONMENT ENVIRONMENT
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マテリアリティ

ɹΫϘλάϧʔϓの環境保全׆ಈʹ͍ͭて、ࣄ業ʹお͚ΔॏཁとεςʔΫϗϧμʔ͔Βのཁظ、ࣾ ձಈをྀߟしてϚςϦΞϦςΟ

ʢॏཁ՝ʣをಛఆして͍ま͢。

ϚςϦΞϦςΟのಛఆϓϩηε

Step 1
情報収集・分析
国際的な枠組みや政策動向、外部評価の主要指標、クボタグループの事業分野でのグローバルトレンドなどについて、
情報収集と分析を行いました。

Step 2
マテリアリティの抽出
環境経営戦略会議での検討や社内関係部門へのヒアリング、ESG（環境・社会・ガバナンス）投資機関や社外有識者
との対話を通じて、環境保全における課題を抽出しました。

Step 3
マテリアリティの特定
抽出した課題をステークホルダーにとっての重要度とクボタグループにとっての重要度の両面から検討し、特定した
重要課題をマトリックス表にマッピングしました。

Step 4
重点施策の策定と実行
ステークホルダーとクボタグループの双方にとって重要度が高い課題に関する影響（リスクと機会）を抽出した上で、
重点施策を策定し、着実に推進していきます。

ϚςϦΞϦςΟ ϚτϦοΫε

ΫϘλάϧʔϓʹͱͬͯ のॏཁ

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
の
重
要
度

環境ίϛϡχέʔγϣϯ

環境Ϛωδϝϯτ

Խֶ࣭のཧ ॥環ܕ社会のܗ

ੜଟ༷ੑのอશ

水ݯࢿのอશ

มಈへのରԠީؾ

େখ

大

小

環境อશのجຊ߲

ϚςϦΞϦςΟʹର͢Δೝࣝ

気候変動への対応

気候変動に起因すると見られる異常気象などによる自然災害が頻発するなか、気候変動への対応は世界規模の課題となって
います。クボタグループは、グローバルに事業を展開する企業グループとして、事業のバリューチェーンにおける温室効果ガ
ス排出量の削減を進めていくことに加え、気候変動による影響を軽減するための適応策にも取り組んでいくことが重要である
と考えています。

水資源の保全

安全な飲み水へのアクセスは人々の重要な生活基盤です。しかし、世界では安全な飲み水にアクセスできない人々が数多くいま
す。クボタグループは、「水」を事業領域の一つとしており、水インフラの整備を通じて安心・安全な水の供給に、より一層貢献し
ていくことに加え、事業所での節水や排水リサイクル、水質関連リスク管理など、地域における水資源の保全に取り組んでいくこ
とが重要であると考えています。

循環型社会の形成

鉱物資源は現代社会で多用されていますが、地球に存在する量には限りがあります。また近年、廃棄物の増加や海洋プラス
チック汚染が世界的な問題となっています。クボタグループは、廃棄物処理事業や関連機器の提供などにより、人々の暮らし
や経済活動で発生するごみ関連の課題解決に取り組んでいくことに加え、事業のバリューチェーンにおいても、資源の有効活
用や廃棄物削減を進めていくことが重要であると考えています。

生物多様性の保全

農業において、生物は収穫対象の資源であり、生態系は生物資源を生み出す環境やほかの生物との相互関係を意味します。生物
多様性は豊かで安定的な食料生産に欠かせない要素です。クボタグループは、「食料」を事業領域の一つとしており、農業の効率
化や多様なニーズへの対応に加え、生物多様性の保全に貢献する製品・サービスを提供していくこと、また、生物多様性に配慮
した事業活動を行うことや事業所周辺の自然環境を保護することが重要であると考えています。

化学物質の管理

化学物質は、人々の暮らしに欠かせないものとなっています。一方で、化学物質は人体や生態系に多大な影響を与える可能性
があり、適切な使用・管理のために法規制が強化されています。クボタグループは、お客様や事業所周辺の方々、従業員、生態
系への影響を最小化するために、製品に含有する化学物質や事業所で取り扱う化学物質を適切に管理することが重要である
と考えています。

ENVIRONMENT ENVIRONMENT
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リスクと機会

ɹۚ༥҆ఆཧࣄձʢFSBʣ͕ ઃཱしたؔީؾ࿈ࡒใ։ࣔλεΫϑΥʔεʢTCFDʣは、20176݄ʹ、企業ʹରしてީؾมಈのࡒӨڹを

Ѳし։ࣔ͢Δ͜とをٻΊΔ࠷ऴใࠂॻをެදしました。

ɹΫϘλάϧʔϓͰは、TCFDͳͲ͕ެදをٻΊΔީؾมಈؔ࿈のϦεΫʢҠߦϦεΫ、ཧతϦεΫʣとػձを;ま͑、εςʔΫϗϧμʔおΑͼ

ΫϘλάϧʔϓʹとͬてॏཁ͕͍ߴと͑ߟΔϚςϦΞϦςΟʢ環境保全のجຊ߲ʣʹ ؔ͢ΔӨڹを、ϦεΫとػձのଆ໘ͰܧଓతʹѲ͢Δ

͜とʹͭとΊて͍ま͢。ͦ の্Ͱ、ϦεΫのݮػձʹର͢ΔՁʹ͚たऔΓΈを進Ίて͍ま͢。

想定されるシナリオ 当社への影響
発現時期 *

短期 中期 長期

気
候
変
動
へ
の
対
応

リ
ス
ク

・企業に対する省エネルギー対応や温室効果ガスの排出抑制に関する規制などの強化 規制対応コスト増

・ 脱炭素化に向けた動きが加速し、エネルギー構成の変化や再生可能エネルギーの利
用拡大などによるエネルギー価格高騰

製品開発・製造コスト増

・気候変動に起因する台風や豪雨など気象災害の頻発化・激甚化 自社やサプライヤーの操業への悪影響

・害虫増加や農作物の収量減少
・耕作適地の移動などによる農業形態の変化

販売機会の損失

・ 市場や顧客の気候変動への関心の高まりによる電動化への移行やエネルギー効率
の悪い製品の淘汰

製品開発コスト増
販売機会の損失

機
会

・省エネルギー・創エネルギーを可能とする製品・サービスなどの市場投入 販売機会の拡大

・事業所における高効率機器への更新など省エネルギー対策の加速 生産性の向上

・農業形態の変化に対する農業ソリューションニーズの拡大 気候変動適応ビジネスの拡大

循
環
型
社
会
の
形
成

リ
ス
ク

・廃プラスチックの輸出入や使用の規制拡大、廃棄物関連規制強化など 規制対応コスト増

・資源枯渇や資源価格の高騰 製造コスト増

・循環型経済への移行に向けた再生材の利用拡大 製品開発・製造コスト増

機
会

・リサイクル素材の利用など資源循環に配慮した製品の市場投入
・環境事業・廃棄物処理事業の展開による資源有効活用への貢献
・製品のメンテナンス性向上や使用済み製品のリサイクル推進

販売機会の拡大

・事業所における省資源対策の加速 資源効率の向上

水
資
源
の
保
全

リ
ス
ク

・排水基準の遵守不備など
・水関連規制強化など

罰金・操業停止
社会的信用の低下
規制対応コスト増

・水インフラの老朽化や産業用に利用可能な水の不足による水価格の高騰 製造コスト増

・気候変動に起因する水害や干ばつなどの気象災害の頻発化・激甚化
・水リスクの高い地域における水使用制限

自社やサプライヤーの操業への悪影響

・水資源の不足による農作物の収量減少
・耕作適地の移動などによる農業形態の変化

販売機会の損失

・水リスクの高い地域における製品・サービスニーズの変化 製品開発・製造コスト増

機
会

・ 安全安心な水を確保する水環境関連製品、規制強化に対応する廃水処理・再生処理
設備、ソリューションニーズの拡大

販売機会の拡大

・事業所における節水、排水再利用の拡大 生産性の向上

・水害や干ばつなどの気象災害に強い水インフラ設備のニーズ拡大 気候変動適応ビジネスの拡大

化
学
物
質
の
管
理

リ
ス
ク

・化学物質関連の環境基準などの遵守不備
・化学物質関連規制の強化など

罰金・操業停止
社会的信用の低下
規制対応コスト増

機
会

・排出ガス規制や有害物質使用規制に対応した製品の市場投入 販売機会の拡大

・事業所における有害懸念物質の使用削減 作業環境の改善

・事業所における塗料使用量削減や歩留まり改善 生産性の向上

生
物
多
様
性
の
保
全

リ
ス
ク

・生物多様性に関連する規制違反 罰金、訴訟

・自然資本の減少
原材料の不足
調達コスト増

・不適切な土地利用、汚染物質排出、資源の過剰消費など
地域コミュニティからの訴訟
社会的信用の低下

機
会

・ 土壌・水域保全に寄与する製品、排出ガス・騒音・振動を抑制する製品などの市場
投入

販売機会の拡大

・地域との協働による生物多様性に配慮した活動の推進
ブランドイメージの向上
従業員の環境意識の向上

。ʢ5ʣをࣔしま͢ظʢ35Ҏʣ、ظʢ3Ҏʣ、தظは、ظ࣌ݱൃ*
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重点施策

ɹಛఆしたϚςϦΞϦςΟʹରԠ͢ΔたΊ、όϦϡʔνΣʔϯのࢹ͔Βॏࡦࢪをਪ進して͍ま͢。

事業のバリューチェーン
（環境配慮製品・サービスの拡充 P74～ 82）

設計開発・調達 生産・物流 使用・廃棄
気候変動への対応
（P52～60）

・ 最適地調達 ・ クボタ生産方式の考え方に基づく
エネルギーのムダ・ロス削減
・ 廃エネルギーの回収利用
・ 再生可能エネルギーの利用拡大
・ 物流効率の向上
・ モーダルシフト

・ 低燃費化
・ 作業・管理の効率化、省力化
・ 施工時の省エネルギー

循環型社会の形成
（P61～64）

・ リサイクル素材の使用
・ 部品点数の削減
・梱包材の削減

・ 省資源化
・ 廃棄物の3R・機能材化
・ プラスチックの削減
・ 梱包材の削減
・ 廃棄物の適正管理
・ システムを活用した廃棄物管理の
強化

・ 長寿命化
・ メンテナンスの容易化
・ リサイクルの推進
・ 廃棄時の適正処理

水資源の保全
（P65～67）

・ 水リスクの影響評価 ・ 水資源の3R推進
・ 排水の適正管理
・ BCP対策の推進

・ 節水化
・ 排水の浄化やリサイクルの推進

化学物質の管理
（P68～70）

・ 有害懸念物質の使用量削減 ・ VOC排出量の削減
・ 有機溶剤の代替化
・ 化学物質の適正管理

・ 排出ガスのクリーン化
・  土壌、水域への環境負荷低減

生物多様性の保全
（P71～73）

・  自然資本に与える影響評価 ・ 環境保全活動の推進と環境負荷の
削減
・  事業所構内や周辺の美化・緑化

・ 土壌、水域の保全
・ 騒音、振動の低減

環境マネジメント
（P83～87）

・経営層主導によるグローバルな環境経営の推進
・環境保全中長期目標に向けた計画的な環境負荷削減
・環境リスクアセスメントによる環境リスクの低減
・製品環境アセスメントによる環境配慮設計
・グリーン調達の推進
・地球環境保全や社会課題の解決に寄与する製品開発
・環境保全ルールに則ったコンプライアンスの徹底
・環境教育・環境意識啓発活動の推進

環境コミュニケーション
（P88～92）

・環境報告書・Webサイトを通じた情報発信の強化
・ターゲットに合わせた環境コミュニケーションの推進
・ステークホルダーとの双方向コミュニケーションの充実
・地域の環境保全活動への参画

環境保全活動とSDGsの関わり

ɹΫϘλάϧʔϓの環境保全׆ಈは、SDGsとਂؔ͘わΓ͕͋Γま͢。͞ Βʹ環境保全׆ಈとSDGsのؔ࿈ੑをࣔ͢たΊ、SDGsのλʔήοτと

のؔ࿈をཧして͍ま͢。

関連するSDGsおよびターゲットの一覧はこちらから
www.kubota.co.jp/sustainability/environment/sdgs/data/SDGs_target_list.pdf
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